
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

椿

ホリック

レクイエム

レクイエム

8

反転

14

花園

11
呪い

人形

双子

うわさ

当主

許せないヤツがいた。あなたは、その憎しみを込めて儀式をした。毎日呪って、ずっと呪って、目を覚ましたらあなた自身が呪われていたのだ。アイツも絶対呪われているはず、呪われたアイツを同じ目に合わせてやる。

かわいい人形が壊れて転がっている。手足が変な方に曲がったり、ちぎれたり。かわいそうに、と思った記憶。ああ、でも考えてみたら。今のあなたはまさに、その人形じゃないか。

私とニッケは双子だった。二人は、とある財閥の跡取りとして生まれた。・・・財閥にはある掟があった。財閥の跡取りに双子が生まれた場合は、そのどちらかをその場で殺さねばならないと。最も、現代的ではないその掟はそのままの形であり続けることはできず、形を変えて受け継がれていた。私は、高校卒業と同時に世間の目を離れ、秘密の地下室で幽閉される。そして、当主にもしものことがあった際の予備として生きてゆく。そう、小さなころから言われて今まで生きてきた。最も、体力こそニッケの方が少ないが、聡明で理知的なニッケと比較して自分は極めて凡庸。そして何より、幽閉と言っても暮らしに不自由はなく、呼び鈴一つでお付きのメイドが何でも運んでくる生活に対する不安はほとんど無かった。だから、4人で大学に行く約束は、果たせないなと思っていた。特に、恋人のリリーには、いつか言わなければならないな…と思っていた。

ニッケの体調は、あまりよくないようだった。何度か、保健室に足を運び、寝ているニッケと話をした。学校の空気が合わないのだろう。ニッケは、家で話をするときよりも苦しそうで、幾何がうわずった声だったことを覚えている。

その日は、朝から家中があわただしかった。いつもは呼び止めたらすぐにやってくるメイドたちでさえ、私を無視して走り回っていた。昼過ぎだったろうか、私は父親に呼ばれた。父親は言った。いまから、お前が跡取りだと・・・。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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自身が与えたダメージに対してのみ使用可。コストとして、あなたは任意の未練に狂気点1点を加える。ダメージ+2。

射撃攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい。

あなたは損傷中の「白兵攻撃」か「射撃攻撃」の効果を持つパーツ1つを、損傷前の状態に戻してよい。

任意の攻撃マニューバ1つを「ラピッド」で使用してよい。

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+1。

右目部分の欠けた狐面。アクセサリー

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃1+爆発、攻撃判定の出目+1。

射撃攻撃5。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

このパーツが戦闘終了時に破壊されていなければ、自分以外の姉妹の損傷している基本パーツ合計3つを選んで損傷前の状態に戻してもよい。

移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1。
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